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平成29年4月11日（火）19時よりとちぎ青少年センター第3研修室にて開催されました。
新しく加わった実行委員も参加しての委員会としては初めての開催でした。
総勢59名中、29名の実行委員が出席し、今までの経過説明や協議がおこなわれました。

大会スローガン「もっと輝け！！育成会」
キーワード「再発見！飛躍につなげよう」
分科会スタイル「同じテーマで年代別に」
基調講演：東北学院大学教養学部長 水谷修 教授
（夜回り先生の水谷氏と同姓同名ですが別人です。）

なお、分科会テーマについては、引き続き協議をしていきます。
単位育成会の現場の声なども出され、幅広い年代が参加しやすい
ような工夫が必要ではないか、との声も挙がっていました。
また、10年近く前にやった「子ども会実態アンケート」をまたやってみたら
どうか、との提案も出ました。
今年、7月2日（日）に水谷先生の講演会を県子連で開催する予定なので、ぜひ、
万障繰り合わせてご参加ください。

4月17日（月）11時～16時 全国子ども会ビル会議室にて県子連事務担当者研修会が
開催されました。今年度からブロックごとに分かれての開催となり、関ブロ地区10県
の事務担当者を集めて、文科省と全子連の担当者から説明がありました。
栃木県子連からは事務局長と事務局員の2名が参加しました。
平成24年4月1日から新法の下で始まった「全国子ども会安全共済会」は、当初会員数
420万人でしたが、5年目の平成28年度は364万人と減少。平成29年度は350万人のライ
ンを割る予想もされ、会員増の取組みが重要になってきています。
また、2月の県子連説明会の際に、単子の加入申込書（様式-11）の金額記入欄を削除
できないか、との質問がありましたので、全子連担当者に質問と要望を出しましたが、
当面はできないとの回答でした。「県子連様式（会費）」の様式を活用していただく
ことで対応をお願いいたします。
今年度の全子連および関ブロ地区の事業等についての説明もされました。
全子連ではシニアリーダーをユースリーダーと呼び、活性化を図っていく計画です。
今年の関ブロ大会は、10月29日（日）～30日（月）神奈川県横浜市で開催されます。
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～～ I N F O R M A T I O N～～

平成２９年度第１回市町子連会長会議 ＆ 第１回理事会開催

※ 平成29年度県子連定時総会 5月21日（日）14時 コンセーレ１階 小ホール（含表彰式）
懇親会 5月21日（日）16時 コンセーレ１階 レストランロイアル

参加費：1人2000円（当日集金）
※ 平成29年度栃木県ジュニア・リーダー大会 6月3日（土）～4日（日）

「なす高原自然の家」にて 受付：6月3日（土）9時30分～
対象者：栃木県内の中高生および引率者 後援：栃木県教育委員会

※ 平成29年度子ども会安全啓発（KYT）初級指導者養成講習会 6月18日（日）10時～15時
とちぎ青少年センター第1研修室にて 参加費：1人1000円（昼食代を含む）
修了者には、全子連より初級指導者修了証が交付されます。
対象者：子ども会育成者・指導者（ジュニア・リーダー含む）
申込〆切：6月2日（金）市町子連事務局を通してお申込み下さい。

※ 平成29年度第1回県子連会長との懇談会 6月7日（水）午後7時～9時
会場：上三川町中央公民館 育成者の皆様、お誘いあわせの上、ご参加ください。

ジュニアリーダー大会の準備は、昨年結成された県子連シニア（青年）リーダース
クラブのメンバーと県子連指導委員を中心に進められています。この日は、9名の
準備委員が集まって、大会に向けて打ち合わせをしました。

5月7日（日）13時30分～
教育会館 中会議室にて

第1回市町子連会長会議

県子連役員改選に当たり、各地区
選出理事を各地区ごとに相談、
また、理事以外から監事を選出。

第1回県子連理事会

5月7日（日）15時00分～
教育会館 中会議室にて

理事総数15名の内、出席理事は11名
出席監事は1名

正会員22市町子連の内、
出席は14市町子連

各地区で選出された理事並びに
学識経験者枠理事および監事を承認。
他に定時総会へ提案する議案を承認。

～県子連より講師を
派遣します～

・子ども会安全啓発（KYT）講習
・子ども会活動について
・その他（防災マップつくり等）

三ツ矢サイダーサンプリング
を申し込まれた市町子連は、
活動終了後、写真のデータと
報告書データを直接、全子連に
メール送信してください。

県子連指導委員等が講師を務めます。


